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山陽小野田市 LABV プロジェクト 

「内閣府地方創生推進事務局長賞」表彰式が開催されました 

 

 

当社のグループ会社（グループ中核企業）である株式会社合人社計画研究所が参画する「山陽小野田

市 LABV プロジェクト」が、内閣府地方創生 SDGs 官民連携プラットフォームが主催する「2022 年度 地

方創生 SDGs の達成へ向けた官民連携取組事例」において最上位の賞である「内閣府地方創生推進事務

局長賞」として選定されました。 

2023年 2月 7日（火）に東京・大手町 日経ホール（東京都千代田区大手町 1-3-7 日経ビル）にて表

彰式が開催され、当社からは、取締役経営企画本部長 山本計至が出席しました。 

本件について、山陽小野田 LABV プロジェクト合同会社が別紙のとおり発表していますので、ご参照

ください。 

なお、当社グループは、地域、社会への貢献と業容の一層の拡大を期して、PPP/PFI 事業への注力を

続けており、2017 年度以降は PFI 事業の受託件数において全国一となっているとも報じられました。

PPP/PFI 事業の進化形、未来形ともいえる今回の事業への取り組みを契機に、今後もより一層当該事業

部門での提案力、競争力を強化していきますので、ご期待ください。 
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山陽小野田 LABV プロジェクト合同会社 

山口県山陽小野田市稲荷町 10-23 

 

「内閣府地方創生推進事務局長賞」表彰に関するお知らせ 

 

当社が手掛ける「山陽小野田市 LABV プロジェクト」の取り組みは、2023 年 1 月 30 日発表の通り、

「内閣府地方創生推進事務局長賞」に選定されていました。この度、2 月 7 日（火）に東京・大手町日経

ホールにて開催されました表彰式にて表彰を受けましたのでお知らせします。 

内閣府・地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームでは、ＳＤＧｓの達成や地域課題解決等に向けた

官民連携による取り組みの普及展開により、地方創生・持続可能なまちづくりを実現する官民連携取組

の更なる発展を図ることを目的として、地方創生ＳＤＧｓ官民連携優良事例を選定しています。今年度

は計 77 件の応募があり、当社の取り組みが、 特に地域の模範となる先進的な取り組み事例として表彰

を受けました。 

内閣府地方創生推進事務局長 淡野博久氏は、「山陽小野田市 LABV プロジェクトは、LABV という仕

組みを活用して、施設の整備運営を行う新しい官民連携の形を実現する先進的な取り組み。老朽化した

公共不動産の有効活用という地域課題への解決策を模索する公共団体において、本事例を参考にした取

り組みが進められることによって、今後全国で持続可能なまちづくりの取り組みが加速していくという

ことを期待する」とコメント。授賞式には、山陽小野田市市長 藤田剛二と、山陽小野田 LABV プロジ

ェクト合同会社 代表社員 株式会社合人社計画研究所 執行責任者 山本計至が出席しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

株式会社合人社計画研究所 

取締役 経営企画本部長 山本 計至／広報担当 竹下 綾子 

電話：082-247-7498 

山陽小野田 LABV プロジェクトの取り組みを紹介する、山陽小野田

LABV プロジェクト合同会社 代表社員 合人社計画研究所 執行責任

者 山本計至（左）と山陽小野田市市長 藤田剛二（右） 

内閣府地方創生推進事務局長賞授賞の記念撮影。左から合人社計画研

究所 山本計至、内閣府地方創生推進事務局長 淡野博久氏、山陽小野

田市市長 藤田剛二 
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